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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡観察像を撮像するための固体撮像素子を有する電子内視鏡が分離自在に接続され
て上記固体撮像素子から出力される撮像信号を処理するための信号処理部が上記電子内視
鏡側の回路に対して絶縁されずに設けられた信号処理部ユニットと、上記信号処理部から
出力された映像信号をモニターに対して出力するための出力部及びその出力部と上記信号
処理部との間を絶縁するための絶縁回路が設けられた絶縁回路ユニットとが設けられ、
　上記信号処理部ユニットと上記絶縁回路ユニットとが、互いに独立した筐体に分離して
収納されて接続及び分離自在に構成され、
　上記信号処理部ユニットの電源である患者側電源と、上記信号処理部から出力された映
像信号のうちアナログ映像信号を増幅するための増幅アンプとが、上記絶縁回路ユニット
を収納する筐体側に上記出力部とは絶縁された状態で配置されて、
　上記信号処理部を駆動するための電力と上記増幅アンプを駆動するための電力が、共に
上記患者側電源から供給されることを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項２】
　上記絶縁回路ユニットには、アナログ映像信号の入力端子とデジタル映像信号の入力端
子とデジタル映像信号のためのタイミング信号の入力端子とが配置されている請求項１記
載の電子内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　この発明は、電子内視鏡とビデオプロセッサ等により構成される電子内視鏡装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡装置においては一般に、固体撮像素子を内蔵する電子内視鏡をビデオプロセ
ッサに接続して使用するようになっており、ビデオプロセッサには、固体撮像素子で撮像
された内視鏡観察像の撮像信号を処理するための信号処理部と、その信号処理部から出力
された映像信号をモニターに対して出力するための出力回路等が一つの筐体に内蔵されて
いる。
【０００３】
　ただし、電気安全上、患者と接触する電子内視鏡内の回路につながっているいわゆる患
者側回路と外部回路につながっているいわゆる二次側回路とを絶縁する必要があるので、
ビデオプロセッサ内の信号処理部の前段又は後段に絶縁回路を配置して、その前後の回路
間を絶縁している（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開昭６３－３１８９２７
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、ビデオプロセッサ内の信号処理部の前段又は後段に絶縁回路を配置した構成で
は、信号処理部の機能アップ等のシステム拡張を行う際などに、絶縁回路等を含めてビデ
オプロセッサに含まれている全システムを交換する必要があるため、経済的負担が非常に
大きなものになっていた。
【０００５】
　そこで本発明は、信号処理部の機能アップ等のシステム拡張を、大きな経済的負担なく
容易に行うことができる電子内視鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の目的を達成するため、本発明の電子内視鏡装置は、内視鏡観察像を撮像するため
の固体撮像素子を有する電子内視鏡が分離自在に接続されて固体撮像素子から出力される
撮像信号を処理するための信号処理部が電子内視鏡側の回路に対して絶縁されずに設けら
れた信号処理部ユニットと、信号処理部から出力された映像信号をモニターに対して出力
するための出力部及びその出力部と信号処理部との間を絶縁するための絶縁回路が設けら
れた絶縁回路ユニットとが設けられ、信号処理部ユニットと絶縁回路ユニットとが、互い
に独立した筐体に分離して収納されて接続及び分離自在に構成されているものである。
【０００７】
　なお、信号処理部ユニットの電源である患者側電源が、絶縁回路ユニットを収納する筐
体内に出力部とは絶縁された状態で配置されていて、患者側電源と信号処理部ユニットと
が接続及び分離自在に構成されていてもよい。
【０００８】
　また、絶縁回路ユニットには、アナログ映像信号の入力端子とデジタル映像信号の入力
端子とデジタル映像信号のためのタイミング信号の入力端子とが配置されているとよい。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、信号処理部の機能アップ等のシステム拡張を行う際などには、信号処
理部ユニットのみを交換して、絶縁回路ユニットはそのまま従前のものを使用することが
できるので、システム拡張等を小さな経済的負担で容易に行うことができる。
【００１０】
　また、患者側電源を含む全電源を絶縁回路ユニット側に配置したことにより、システム
拡張等の際に電源交換の必要がない。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　内視鏡観察像を撮像するための固体撮像素子を有する電子内視鏡が分離自在に接続され
て固体撮像素子から出力される撮像信号を処理するための信号処理部が電子内視鏡側の回
路に対して絶縁されずに設けられた信号処理部ユニットと、信号処理部から出力された映
像信号をモニターに対して出力するための出力部及びその出力部と信号処理部との間を絶
縁するための絶縁回路が設けられた絶縁回路ユニットとが設けられ、信号処理部ユニット
と絶縁回路ユニットとが、互いに独立した筐体に分離して収納されて接続及び分離自在に
構成されている。
【実施例】
【００１２】
　図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図１において、１は挿入部先端に固体撮像素子２を内蔵する電子内視鏡であり、固体撮
像素子２において撮像された内視鏡観察像の撮像信号の出力端子がコネクタ部３に配置さ
れている。
【００１３】
　コネクタ部３が分離自在に接続される信号処理部ユニット１０は、後述する絶縁回路ユ
ニット２０とは全く独立した筐体１１内に設けられていて、固体撮像素子２で撮像された
撮像信号をアナログ及びデジタルの映像信号に変換して出力するものであり、固体撮像素
子２等の電子内視鏡１側の回路に対して電気的に絶縁されていない。
【００１４】
　信号処理部ユニット１０内には、まず固体撮像素子２で撮像された撮像信号を処理する
ための撮像信号処理回路１２が設けられており、そこで、映像信号を抽出してからアナロ
グ信号がデジタル信号に変換されてガンマ補正処理等が行われる。
【００１５】
　撮像信号処理回路１２からＲ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青）の三色成分に分かれて出力さ
れた画像信号は一旦各色別に画像メモリ１３に格納されてから、ビデオ画像処理回路１４
でアナログの例えばＮＴＳＣ方式の映像信号に変換され、アナログ映像出力バッファ１５
を介して出力される。
【００１６】
　また、各色別に画像メモリ１３に格納されたＲ，Ｇ，Ｂの三色の画像信号は、そのまま
画像メモリ１３からデジタル映像出力バッファ１６を介して出力され、信号処理部ユニッ
ト１０内におけるデジタル処理に用いられるタイミング回路１７からのタイミング信号も
デジタル映像信号と並んで出力される。
【００１７】
　２０は、信号処理部ユニット１０とは全く独立した筐体２１内に設けられた絶縁回路ユ
ニットであり、信号処理部ユニット１０側から出力されるアナログとデジタルの各映像信
号とタイミング信号とを入力させるための入力端子２２ａ，２２ｂ，２２ｃが設けられて
おり、その信号伝達のための信号コネクタケーブル３０が、信号処理部ユニット１０及び
絶縁回路ユニット２０の双方に対して分離可能に接続できるように設けられている。２３
は、入力端子２２ａに入力されたアナログ映像信号を増幅するための入力信号増幅アンプ
である。
【００１８】
　絶縁回路ユニット２０にはさらに、入力端子２２ａ，２２ｂ，２２ｃから入力された映
像信号等を、図示されていないモニターに対して出力するための出力バッファ２５ａ，２
５ｂ，２５ｃ（出力部）、及びその出力バッファ２５ａ，２５ｂ，２５ｃと入力信号増幅
アンプ２３及び入力端子２２ｂ，２２ｃとの間を絶縁するための絶縁回路２４ａ，２４ｂ
，２４ｃが設けられている。
【００１９】
　また、出力バッファ２５ａ，２５ｂ，２５ｃを駆動するための二次側電源２６と、入力
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信号増幅アンプ２３を駆動するための患者側電源２７とが、絶縁回路ユニット２０内に互
いに絶縁された状態で設けられている。
【００２０】
　そして、信号処理部ユニット１０内の回路を駆動する電力は、信号処理部ユニット１０
及び絶縁回路ユニット２０の双方に対して分離可能に接続された電力コネクタケーブル４
０によって、絶縁回路ユニット２０に設けられた患者側電源２７から供給される。なお、
電力コネクタケーブル４０を信号コネクタケーブル３０に併設してもよい。
【００２１】
　このような構成により、外部のモニター等に接続される二次側回路である出力バッファ
２５ａ，２５ｂ，２５ｃと患者側回路である信号処理部ユニット１０内の回路とは完全に
絶縁されており、映像信号を処理するための回路の機能アップ等のシステム拡張を行う際
等には、信号処理部ユニット１０のみを交換して、全電源を含む絶縁回路ユニット２０は
そのまま従前のものを使用することができる。
【００２２】
　したがって、システム拡張等の度に絶縁回路２４ａ，２４ｂ，２４ｃや比較的高価な電
源２６，２７等の装置を更新する必要がなく、システム拡張等を小さな経済的負担で容易
に行うことができる。
【００２３】
　また、絶縁回路ユニット２０には、アナログ映像信号の入力端子２２ａとデジタル映像
信号の入力端子２２ｂとデジタル映像信号のためのタイミング信号の入力端子２２ｃとが
配置されているので、どのようなタイプの信号処理部ユニット１０に対しても幅広く対応
して使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の実施例の電子内視鏡装置の構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００２５】
　１　電子内視鏡
　２　固体撮像素子
　３　コネクタ部
　１０　信号処理部ユニット
　１１　筐体
　１２　撮像信号処理回路（信号処理部）
　１３　画像メモリ（信号処理部）
　１４　ビデオ画像処理回路（信号処理部）
　１５　アナログ映像出力バッファ
　１６　デジタル映像出力バッファ
　１７　タイミング回路
　２０　絶縁回路ユニット
　２１　筐体
　２２ａ，２２ｂ，２２ｃ　入力端子
　２４ａ，２４ｂ，２４ｃ　絶縁回路
　２５ａ，２５ｂ，２５ｃ　出力バッファ（出力部）
　２６　二次側電源
　２７　患者側電源
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